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抜取検査法に基づく評価方法の詳細について 

 

 

平成23年７月４日 

環境省水・大気環境局大気環境課 

 

 

 本試験では、抜取検査法に基いて以下の通り自動測定機の等価性の評価を実施した。 

 抜取検査法では、「合格となる機種を正しく『合格』と判断する確率（ＰＡ）」及び「不合格となる

機種を正しく『不合格』と判断する確率（ＰＲ）」を設定して評価を行う。本試験では、ＰＡを0.99とし、

ＰＲには自動測定機の機種ごとに、その有効測定データ数に応じて求められる最大値を用いた

（１参照）。 

 

 ＰＲに最大値を用いる方法を採用した理由は、ＰＲが大きい方がより統計的に正確な結果を与

えるためであるが、ＰＲに最大値を用いる方法では、ＰＲの大きさが自動測定機の機種ごとに異な

る。ＰＲの大きさの違いが評価の厳しさに影響を与えることはないが、本試験では、共通の基準

の下で評価を行うために、ＰＲに一定の値（0.95）を用いた評価も行った（２参照）。 

 

 本試験では、以下に示す１もしくは２の＜評価基準＞を満たした自動測定機について、本文

中の３－１の条件Ⅰに関して「合格」と判定した。 

 ただし、ＰＲを最大化する方法で合格と評価された機種が、ＰＲを固定する方法では不合格と評

価された場合には、留意事項の②に記した点について留意する必要がある。 

 

 

１ ＰＲを最大化する方法による評価 

 自動測定機による有効測定データ数の数に応じて、それぞれのＰＲの最大値及びその時のα

及びrを求め、抜取検査法に基づく評価を実施した。具体的には以下の通り。 

①  有効な測定データ数（ｎ）に対してＰＲの最大値を与えるα及びr（式（1）及び（2）で与えら

れる「管理限界線」の外にはずれるデータの、許容される最大数（許容限界数））の組合せ

を求める。 

Y = X ± Du  ･･･（1） 
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  （式（1）の変数は以下の通りであり、任意のXに対してDuは一意に与えられる） 

  α/21K   ：標準正規分布の累積分布関数の α/21－ 点 
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  X ：標準測定法の濃度 

   CA  ：認められる誤差。本試験では以下の通り規定する。 

  X<2μg/m3のとき  ：0.6μg/m3（一定） 

  2μg/m3≦X＜35μg/m3のとき  ：式（3）  

  35μg/m3≦Xのとき   ：10％（一定） 
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    X ：標準測定法の濃度 

   ｍ ：データの組数（本試験では、２台の測定機による結果を平均することで測定

値を求めているのでｍ＝２） 

  σＸ
２  ：標準測定法の誤差分散の推定値に相対誤差（変動係数10％）も加味する

（σＸ
２ ⇒max (σＸ

２, 0.1X)） 

 

② 標準測定法の測定結果をｘ軸、自動測定機の測定結果をｙ軸とするｘｙ平面上に管理限

界線を描く（図１参照）。 
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図１ 管理限界線 

 

③ 有効な測定データをｘｙ平面上にプロットし、管理限界線の外にはずれるデータの数を求

め、以下の＜評価基準＞を満たしているかどうかについて評価する。 

  ＜評価基準＞ 

   管理限界線の外にはずれるデータの数がｒ以下であること 

管理限界線 

Y = X 

Du 

D 
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２ ＰＲを固定する方法による評価 

 １の評価方法では自動測定機の機種ごとにＰＲが変わる。共通の基準の下で評価を行うために、

ＰＲを0.95としたうえで季節ごと及び地域ごとに１と同様の評価を行った。 

 

２－１ グループ１（季節ごと）の評価 

 グループ1のデータについて、以下の通りの評価を行った。 

①  「夏季」及び「冬季」のグループについては、以下の式（4）が成り立つ。 

95.0(total)P)(winter)P1)((summer)P1(1 RRR   ･･･（4） 

   一方、PRを0.95にした際のそれぞれのPR’に対しては以下の式（5）が成り立つ。 

95.0(total)'P)(winter)'P1)((summer)'P1(1 RRR   ･･･（5） 

 

②  式（4）及び（5）から、式（6）が得られるので、式（7）の通り1-ＰＲ’を定める。 
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③  式（７）を満たすＰＲ’及びその時のα’及びｒ’を求め（α’には、ＰＲの最大値を与える値（α

０）よりも小さい値（α’１）と大きい値（α’2）の2つの解がある。α’１及びα’2に対応するr’を

それぞれr’１及びr’２とする）、管理限界線を描く。 

 

④  それぞれのフィールドについて、有効な測定データをxy平面上にプロットし、管理限界線

の外にはずれるデータの個数を求める。 

 

 

２－２ グループ２（地域ごと）の評価 

 グループ２のデータについても２－１と同様の評価を行った。 

 

 

２－３ 合否の判定 

 ２－１及び２－２の結果を基に、以下の評価基準が満たされているかどうかについて

判定する。 
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 ＜評価基準＞ 

 ２－１及び２－２において、全てのα’に対して、管理限界線の外にはずれる 

 データの個数が、対応するr’以下になること 

 

 

 


